
ROBUST COMPRESSION OF FIXED-LENGTH
HOUSEKEEPING DATA
「固定長ハウスキーピングデータのロバスト圧縮」

【概要】

本推奨規格は、宇宙機の固定長ハウスキーピングデータの入力バイナリ ベクトルシーケンスを可変長の出力バイナリ ベクトル

シーケンスに可逆圧縮する方式を定めるものである。

【内容】

本圧縮方式は、ハウスキーピングテレメトリや宇宙機のペイロードデータによく見られるように、ある入力ベクトルから次の入力ベ

クトルまでビットのサブセットが変化しない傾向がある場合に効果的であり、アルゴリズムは入力ベクトルが固定長であることを除き、

入力データの形式に制約は無い。

本方式は、圧縮処理における遅延を生じさせること無く、入力ベクトルごとにエンコードされたバイナリ出力ベクトルを生成するため、

バイナリベクトルのストリームライブ伝送に適用することができる。圧縮器は、ライブストリーム伝送、低消費電力、メモリ要件を考慮

し、必要な数学的演算をOR、XOR、AND、ビットシフトなどの非常に低レベルのビット演算で実装できるように設計されている。

図１に圧縮処理の概要を示す。
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図1 圧縮処理の概要


